
期  間

９月２１日(金)から３０日(日)までの１０日間 

交通事故死ゼロを目指す日 ９月３０日（日） 

目  的

すべての市民を交通事故から守るために、市民一人一人が交通安全について

考え、交通ルールの遵守と交通マナーの向上に取り組むことを通じて交通事故

防止の徹底を図ることを目的とします。 

スローガン 

◎ 安全は 心と時間の ゆとりから 

◎ 高齢者 模範を示そう 交通マナー 

運動の重点 

(１) 子どもと高齢者の安全な通行の確保と高齢運転者の交通事故防止 

(２) 夕暮れ時と夜間の歩行中・自転車乗用中の交通事故防止 

(３) 全ての座席のシートベルトとチャイルドシートの正しい着用の徹底 

(４) 飲酒運転の根絶 

(５) 二輪車の交通事故防止 

主唱：川崎市交通安全対策協議会 



 運動の重点  

１ 子どもと高齢者の安全な通行の確保と高齢運転者の交通事故防止 
○ 家族とともに、近所の交通上危険な箇所について話し合い、通行方法等を確認しましょう。 
○ 通園・通学時間帯等における街頭での幼児・児童に対する交通安全指導、保護・誘導活動を積極的に推進しましょう。 
○ 幼児・児童の自転車乗用時における乗車用ヘルメット着用を推進しましょう。 
○ 高齢運転者は、適性診断（注）を受けるなど自分の運転技量や身体機能の変化を認識して、ゆとりのある運転を実践
しましょう。 
（注）適性診断実施場所 

神奈川県警察運転免許センター（045-365-3111）、独立行政法人自動車事故対策機構神奈川支所（045-471-7401） 
○ 参加体験型の講習会（ヒヤリ体感高齢者交通安全教室）などの交通安全教室に積極的に参加し、交通安全意識の向上
に努めましょう。

○ 踏切での交通事故を防止しましょう。 
○ 運転適性相談窓口の積極的な周知及び身体機能の低下等により安全な運転に不安のある運転者などによる相談窓口利
用を促進しましょう。 

○ 運転免許証の自主返納制度及び自主返納者に対する各種支援施策の広報啓発による自主返納の促進活動をしましょう。 
○ 地域全体で、自動ブレーキ及びペダル踏み間違い時加速抑制装置の搭載されたセーフティ・サポートカーＳ（略称サ
ポカーＳ）の普及啓発に努めましょう。 

２ 夕暮れ時と夜間の歩行中・自転車乗用中の交通事故防止 
○ 夜間の外出には、歩行者も、自転車を利用する方も、目につきやすい｢明るい色の服装｣や｢反射材｣を身につけましょ
う。 

○ 自転車の通行ルール、前照灯の点灯、交差点での信号遵守と一時停止・安全確認の交通ルール・マナーを呼びかけま
しょう。 

○ 夕暮れ時は、明暗のコントラストが弱まり歩行者の姿などが見えにくくなるので、前照灯を早めに点灯しましょう。 
○ 夜間、対向車や先行車がいない場合に走行用前照灯（いわゆるハイビーム）を使用するなど、道路の状況によって、
前照灯を上手に使い分けましょう。 

○ 横断歩道における歩行者優先と子供、高齢者、障害者等に対する「思いやり・ゆずり合い」の気持ちを持って運転を
しましょう。 

○ 自転車の点検整備を励行し、自転車安全利用五則を守って、乗車用ヘルメットをかぶりましょう。 
○ 幼児・児童の自転車乗用時における乗車用ヘルメット着用を推進しましょう。 
○ 万一の事故に備え、自転車も損害賠償保険に加入しましょう。 

３ 全ての座席のシートベルトとチャイルドシートの正しい着用の徹底 
○ 自動車に乗車するときは、全ての座席のシートベルトやチャイルドシート着用の「ひとこえ」をかけ合いましょう｡ 
○ シートベルトとチャイルドシートの必要性について正しく理解し、チャイルドシートの正しい取り付け方と使い方を
徹底しましょう。 

４ 飲酒運転の根絶 
○ 「これくらいなら」、「少しの距離だから」という安易な気持ちが、一生かかっても償えない悲惨な事故につながる
ので、飲酒運転は絶対にやめましょう。 

○ 飲酒を伴う会合等には、自動車や自転車に乗って行くのはやめましょう。 
○ 車両を運転する人には、絶対に酒類を提供しないようにしましょう。 

５ 二輪車の交通事故防止 
○ 二輪車を運転するときは、ヘルメットやプロテクターを正しく着用し、夜間走行時は、反射材を効果的に活用しまし
ょう。 

○ 二輪車による無理な追い越し、乗用中の携帯電話使用や周囲の声や音が聞こえない状態でイヤホン等を使用するなど
の危険な運転は止め、安全運転に努めましょう。 

○ 悪天候時には、二輪車の利用を控えるようにしましょう。 

 運動の進め方  

川崎市交通安全対策協議会は、構成する関係機関・団体との連携を密にして、この運動の目的や重点
を踏まえつつ、市民総ぐるみで運動を展開します。 

～ 構成機関・団体の共通推進事項～ 
○ 区・地区交通安全対策協議会は、それぞれの地域の実態に即した具体的な実施計画を策定し、地域ぐるみの実効
ある運動を展開します。 

○ 関係機関・団体は、この運動の趣旨等について周知徹底を図り、連携して運動を展開します。 

○ 関係機関・団体に所属する全ての人に、この運動の推進について周知を図ります。 
○ 各種会議、行事等を通じて、この運動の趣旨を積極的に周知するとともに、広報紙（誌）を発行するときには、
交通ルールの遵守とマナーの向上を呼びかける記事等の掲載に努めます。 

○ ９月３０日の「交通事故死ゼロを目指す日」の周知徹底を図るため、イベント、キャンペーン等を開催します。 

【交通関係機関・団体】 
(1) 関係機関・団体と連携して広報活動を強化するとともに、各種行事や講習会等の機会を活用し、この運動を
周知します。 

(2) 安全運転管理者は所属運転者に対して、飲酒運転の根絶と過労運転の防止等を指導するとともに、通勤車両
等マイカーの管理対策を強化します。 

(3) 交通安全母の会等では、交通安全のための地域活動を推進するとともに、各種交通安全行事に積極的に参加
します。 



【教育関係機関・団体】 
(1) 児童等の登下校時における街角アドバイスを積極的に実施するとともに、家庭との連携を密にし、外出時に
おける交通事故防止を図ります。 

(2) 各種研修会等を通じて、教職員の交通安全教育に関する指導力の向上を図ります 
(3) 関係機関・団体と連携して、二輪車・自転車の利用に関する交通安全教育を実施します。 

【道路管理者・輸送関係団体】 
(1) 交通安全施設や踏切等の点検整備の実施及び道路パトロールなどを強化するとともに、安全確認等の励行に
ついて周知します。 

(2) 道路情報板、駅広報、車内放送等を活用して、この運動の周知と交通安全の啓発を推進します。 
(3) 関係機関・団体と協力して、駅周辺の放置自転車等の対策を強化します。 

【警察】 
(1) 自転車利用者及び歩行者に対して、交通安全指導や保護誘導のための街角アドバイスを強化します。 
(2) 高齢者、子ども、二輪車運転者及び自転車利用者に的を絞った交通安全教育を積極的に推進します。 
(3) 交通事故に直結する飲酒運転など、危険性、悪質性及び迷惑性の高い違反の指導取締りを強化します。 

【市・区・支所】 
(1) 地域の実態に即した交通安全運動の実施要綱等を策定するとともに、関係機関・団体との連携を密にして、
この運動を展開します。 

(2) 夕暮れ時や夜間の事故を防止するため、歩行者・自転車利用者への反射材用品等の活用を促進します。 
(3) 自転車利用者や高齢者に対し交通安全指導や保護誘導のための街角アドバイスを推進します。 
(4) 各種メディアを活用して、この運動の周知と広報啓発を推進します。 

 重点の取り組み方  

子どもと高齢者の安全な通行の確保と 
高齢運転者の交通事故防止 

夕暮れ時と夜間の歩行中・ 
自転車乗用中の交通事故防止 

全ての座席のシートベルトと 
チャイルドシートの 
正しい着用の徹底 

家
庭
で
は

○ 家族で通学路などの近所の交通上
危険な箇所について話し合い、安全な
通行方法を確認しましょう。 
○  出かける際は、交通事故に遭わない
よう交通安全の｢ひとこえ｣をかけま
しょう。 
○  歩行中の事故を防ぐため、子どもや
高齢者の行動特性について話し合い
ましょう。 
○ 家族の中に運転に不安を感じてい
る方がいる場合は、運転適性相談や運
転免許自主返納について話し合いま
しょう。 

○ 夕暮れ時の交通事故防止のため、前照
灯は日没１時間前を目安に点灯するよう
にしましょう。 
○ 夜間の外出には、「明るい色の服装」や
「夜光反射材」を身につけましょう。 
○ 歩きながらのスマートフォン等の操作
等（特にゲーム）の危険性について家族
で話し合いましょう。 
○ 参加体験型の講習会などに積極的に参
加し、運転技術と交通安全意識を高めま
しょう。 
○ 万一の事故に備え、自転車も損害賠償
保険に加入しましょう。 

○ 全ての座席のシートベルトとチ
ャイルドシート着用の必要性と効
果について家族で話し合い、正しい
着用の実践とその習慣づけを図り
ましょう。 
○ 自動車で出かける家族に全ての
座席のシートベルトとチャイルド
シートを着用するよう交通安全の
「ひとこえ」をかけましょう。 

職
場
で
は

○  歩行者を交通事故から守る意識を
高めるため、朝礼､研修会などで､歩行
者保護の大切さや子どもと高齢者の
行動特性についての教育を行いまし
ょう。 
○  歩行中の交通ルールの遵守や交通
マナーの向上を社内の広報紙（誌）な
どあらゆる機会を通じて呼びかけま
しょう。   

○ 急ぎの心理から安全確認が甘くならな
いよう、スピードを控え、脇見運転をし
ないよう指導しましょう。 
○ 夕暮れ時の交通事故防止のため、前照
灯は日没１時間前を目安に点灯するよう
にしましょう。 
○ 自転車の特性や事故実態を理解させる
ための教育を行うとともに、点検整備の
励行を指導しましょう。 
○ 自転車通勤者等に対する安全利用の促
進に努めましょう。 

○ 職場で開催する交通安全研修や
各種行事等の機会を通じて、シート
ベルトやチャイルドシートの着用
効果事例の紹介等により、全ての座
席のシートベルトとチャイルドシ
ートの必要性について啓発に努め、
職場全体で着用の推進を図りまし
ょう。 
○ 出勤、退社時に全ての座席のシー
トベルト着用状況を確認するなど、
着用の徹底について指導しましょ
う。 

学
校
・
地
域
で
は

○  交通ルールの遵守と交通マナーの
向上についての意識を高めましょう。 
○  危険な横断などを見かけたら、思い
やりの気持ちをもって声をかけたり、
手をさしのべたりしましょう。 
○  高齢者宅への家庭訪問や各種会合
などで、高齢者の交通安全について話
し合いましょう。 
○ 夜間の外出時には、「明るい服装」
と「反射材」を活用するよう呼びかけ
ましょう。 

○ 近所の交通上危険な箇所について話し
合い、安全な通行方法等を確認しましょ
う。 
○ 夜間の外出時には、「明るい色の服装」
と「反射材」を活用するよう呼びかけま
しょう。 
○ 自転車の危険運転を見かけたら、地域
ぐるみで、交通安全の「ひとこえ」をか
け合いましょう。 
○ 自転車利用時のルールとマナーの大切
さについての意識を高めましょう。 

○ 全ての座席のシートベルトとチ
ャイルドシートの着用を地域ぐる
みで実践するため、自治会、町内会、
ＰＴＡなど各種団体・組織が相互に
連携し、積極的な運動を推進しまし
ょう。 
○ 交通安全研修会などでは、シート
ベルト着用体験車などを活用し、全
ての座席のシートベルトとチャイ
ルドシート着用の徹底を呼びかけ
ましょう。 

運
転
者
等
は

○  子どもや高齢の歩行者・自転車利
用者を見かけたら､ 減速･徐行･一
時停止するなど､思いやりのある運
転を心がけましょう｡ 
○  高齢運転者標識を付けた車両に
対しては､ 思いやりのある運転を
心がけましょう。 
○  高齢運転者は、適性診断や各種安
全運転講習を受けるなど自分の運
転技量と身体機能の変化を認識し
て、ゆとりのある運転を実践しまし
ょう。 

○ 夕暮れ時は、人身交通事故の多発す
る時間です。日没１時間前には、前照
灯を点灯し、安全意識を高めましょう。 
○ 夕暮れ時や夜間は、視界が悪くなり、
モノの色や形が見えにくくなるので、
特に、歩行者や自転車に注意して運転
しましょう。 
○ 夜間、対向車の直後は、横断歩行者
がライトに幻惑され、発見しにくくな
るので、注意して運転しましょう。 
○ 自転車の二人乗り、携帯電話をしな
がらの運転、夜間の無灯火運転など、
危険な運転はやめましょう。 

○ 全ての座席のシートベルトと
チャイルドシート着用の必要性
と効果を認識し、正しい着用を習
慣づけましょう。 
○ 子どもを同乗させるときは、体
格にあったチャイルドシートを
正しく着用する習慣をつけまし
ょう。 



 重点の取り組み方（つづき）  

飲酒運転の根絶 二輪車の交通事故防止 

家
庭
で
は

○ 飲酒運転による事故の悲惨さと、責任の重大さなどを家
族で話し合いましょう。 
○ 車両を運転する人には、絶対に酒類を提供しないように
しましよう。 
○ 飲酒が予測される場合の外出は、車両で出かけないよう
にしましよう。 

○ 無謀運転をしないこと、二輪車による交通事故の悲惨さ、
事故を起こしたときの責任の重大さなどについて家族で話し
合いましょう。 
○ 参加体験型の講習会などに積極的に参加し、運転技術と交
通安全意識を高めましょう。 

職
場
で

は

○ 朝礼、研修会などあらゆる機会を活用し、飲酒運転防止
のための指導を徹底しましょう。 
○ 飲酒を伴う会合等には、車両を運転していかないよう指
導を徹底しましょう。 

○ 二輪車の特性や事故実態を理解させるための教育を行うと
ともに、点検整備の励行を指導しましょう。 
○ ヘルメットの正しい着用、プロテクターやエアバックジャ
ケットの着用、前照灯点灯走行の励行などを指導しましょう。 

学
校
・
地
域
で
は

○ 朝礼、ホームルーム等の場を活用し、飲酒運転の危険
性・悪質性を呼びかける交通安全教育を推進しましょう。 
○ 各種会合、行事等あらゆる機会に飲酒運転の追放を呼び
かける等、飲酒運転根絶の環境づくりに努めましょう。 
○ 飲酒を伴う会合等には車両を運転していかないよう、お
互いに声をかけ合い注意しましょう。 
○ 酒類販売業者等と協力して、運転する人には絶対に酒類
を提供しないよう、ハンドルキーパー運動の輪を広げるな
ど地域ぐるみの運動を行いましょう。 

○ 関係機関・団体と連携を図り、地域ぐるみで二輪車の無謀
運転を許さない気運を高めましょう。 
○ 二輪車の危険運転を見かけたら、地域ぐるみで交通安全の
「ひとこえ」をかけ合いましょう。 

運
転
者
等
は

○ 「これくらいなら」、「少しの距離だから」という安易な
気持ちは捨て、飲酒運転は絶対にしないようにしましよ
う。 
○ 飲酒を伴う会合等には車両を運転していかないように
しましょう。 
○ 飲酒運転の危険性、悪質性、責任の重大性を認識しまし
ょう。 

○ 交差点などでは、他の通行に注意を払い、一時停止や徐行
を確実に行いましょう。 

○ 二輪車を運転するときは、ヘルメット、プロテクターやエ
アバックジャケットを正しく着用し、夜間走行時は、反射材
を効果的に活用しましょう。 
○ カーブや下り坂では転倒しやすいのでスピードを控え、急
ハンドルや急ブレーキをかけないような運転を心がけましょう。 

実施（推進）機関・団体 

今年度の本運動スローガンは、「平成３０年度 秋の全国交通安全運動 神奈川県実施要綱」に基づいています

地 域 関 係 団 体               
川崎市全町内会連合会 
一般財団法人川崎市保育会 
一般社団法人川崎市子ども会連盟 
公益財団法人川崎市老人クラブ連合会 
川崎市地域女性連絡協議会 
ボーイスカウト川崎地区協議会 
ガールスカウト川崎市連絡会 
川崎市青少年指導員連絡協議会 
社会福祉法人川崎市社会福祉協議会 
川崎人権擁護委員協議会 

各 種 団 体                 
公益社団法人川崎市医師会 
公益社団法人川崎市歯科医師会 
一般社団法人川崎市薬剤師会 
神奈川県自動車整備川崎３支部 
神奈川県自転車商協同組合川崎支部 
川崎商工会議所 
一般社団法人川崎市商店街連合会 
一般社団法人川崎青年会議所 
神奈川県連合会川崎地域連合 
ライオンズクラブ国際協会（３３０－Ｂ地区） 
川崎ロータリークラブ 
川崎市管工事業協同組合 
一般社団法人川崎建設業協会 
一般社団法人川崎市食品衛生協会 

官 公 庁                  
国土交通省 
（ ） 
神奈川県 （ ） 
神奈川県警察 （ ） 
川崎市教育委員会事務局 
川崎市

交 通 関 係 団 体               
市内各区・地区交通安全対策協議会 
川崎市交通安全母の会連合会 
市内各区・地区交通安全母の会 
一般社団法人川崎市交通安全協会 
市内各地区交通安全協会 
神奈川県安全運転管理者連合会川崎支部 
市内各地区安全運転管理者会 
市内各地区地域交通安全活動推進委員協議会 
市内各地区青少年交通安全連絡協議会 

教 育 関 係 団 体               
川崎市立小学校長会 
川崎市立中学校長会 
川崎市立高等学校長会 
県立学校長会議川崎地区 
公益社団法人川崎市幼稚園協会 
川崎市ＰＴＡ連絡協議会 

輸 送 関 係 団 体               
東日本旅客鉄道株式会社 
京浜急行電鉄株式会社 
東京急行電鉄株式会社 
小田急電鉄株式会社 
神奈川臨海鉄道株式会社 
東急バス株式会社 
小田急バス株式会社 
川崎鶴見臨港バス株式会社 
神奈川県タクシー協会川崎支部 
川崎個人タクシー協同組合 
川崎第一個人タクシー協同組合
川崎地区貨物自動車事業協同組合 
一般社団法人神奈川県トラック協会川崎ブロック 

川崎市交通安全対策協議会
 事務局：川崎市 市民文化局 市民生活部 地域安全推進課内
     〒210-0007 川崎市川崎区駅前本町１１－２ 川崎フロンティアビル９階

電話：044-200-2266 FAX：044-200-3869 E－mail:25tiiki@city.kawasaki.jp


